
◯「道の駅くしま（仮称）」整備計画の現状

串間市役所の方で計画を進めています「道の駅くしま（仮称）」整備の現状ですが、平成２８年１１月に、市民や大学関係者などの有識者の方々による「串間市中心市街地まちづくり会議」

のご尽力により、「串間市中心市街地まちづくり実施計画」を策定しました。

この計画は、市街地のにぎわいを取り戻すため、現在、人通りの少なくなった市街地に、道路利用者や観光客などを呼び込むための集客ツールとして、「まちなかに道の駅」を設置するとい

う、全国的にもあまり例のない新たな取り組みであります。

現在、平成３２年度以降の早い段階でのオープンを目指し取り組んでいます。

◯「道の駅くしま（仮称）」準備組織の委員を募集しています！

この度、串間市役所では、道の駅の運営及び経営又はテナント、ブース等での出店につ

いて、意欲のある方達と協働し、準備等を進めるため「道の駅くしま（仮称）」準備組織（以

下、「準備組織」という。）を立ち上げ、オープンに向けた準備を開始します。

つきましては、後段に記載しています「道の駅くしま（仮称）」準備組織申込み要領（以

下、「要領」という。）にお示ししていますとおり、委員を募集していますので、道の駅の

運営・経営又はテナント等での出店について、意欲のある方の応募をお待ちしています。

※応募にあたりましては、要領をご確認頂き、所定の書類等を提出して下さい。

※右の図に、準備組織の構成イメージを示しています。

「道の駅くしま（仮称）」準備組織委員の募集について

※後段に「申し込み要領」がございますので、ご覧下さい。

このイメージ図は、串間市中心市街地まちづくり実施計画を基に作成しているものであり「道の駅くしま（仮称）」施設の規模や色・デ

ザインなど確定している訳ではございません。

今後の作業であります施設の設計等を踏まえ、市民等の皆様方のご意見を頂戴しながら、建築規模やデザイン等を決めていきます。
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◯「道の駅くしま（仮称）」準備組織の役割は

準備組織は、そのまま「道の駅くしま（仮称）」の運営者になるものでなく、運営・経営や出店状況などを具体的にイメージしながら、必要な設備や運営等の条件などの検討及び提案を行

い、準備作業を運営者へ引き継ぐ役割を担います。

ただし、準備組織の者が道の駅運営を希望することを妨げるものではありません。



「道の駅くしま（仮称）」準備組織参画申込書

法人又は

団体の

場合

商号又は名称

代 表 者 ㊞

住 所

連 絡 先
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の
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お 名 前 ㊞

住 所

連 絡 先

資格要件（２）に関する事項 ※印は、必須事項です。必ず記入して下さい。

※ア）

「意欲を持つ事項」につい

て、右の欄内に該当するもの

を◯印にて記入して下さい。

①．「道の駅」の運営・経営に意欲がある。

②．出店したい（テナントやブース等出店）。

③．上記の両方に意欲がある。

④．その他（ ）

※イ）

ア）で「①または③」を選

択された方で、「運営・経営」

をイメージしている対象施

設について、右の欄内に該当

するものを◯印にて記入し

て下さい。

①．「道の駅」施設全体をイメージしている。

②．物産館や飲食施設のみをイメージしている。

③．その他のイメージ（具体的に）

（ ）

※ウ）

ア）で「②又は③」を選択

された方で、「出店イメージ」

している種類（業種）を記入

して下さい。

出店イメージしている業種（物販又は飲食など）

具体的なイメージを記入

（ ）

備考

取り組んでみたい事や

イメージしていることがあ

れば、記入して下さい。

※枠が足りない場合などは、別紙に記入して下さい。

様式は問いません。

別記様式（第５条関係）

「道の駅くしま（仮称）」準備組織申し込み要領

１．申込資格

以下の全ての資格を有する方のみ、申し込みできます。

（１） 串間市内で活動している事業者（法人又は個人を問わない。）又は申込み時点におい

て串間市内在住者であること。

（２） 運営及び経営又はテナント、ブース等での出店に対し、具体的に取り組む意欲があ

り、前向きな姿勢で会議等に臨む意識のある方。

（３） 平成１４年４月１日以前生まれの方で、性別は問わない。

（４） 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条

第２号に規定する暴力団又は串間市暴力団排除条例（串間市条例第３３号）第２条第

３号に規定する暴力団等関係者ではないこと。

（５） 暴力団又は暴力団員に対して経済上の利益又は便宜を供与していないこと。

（６） 法人については、役員等が前号に規定する暴力団等関係者と密接な関係を有する者

がいないこと。

２．任期

串間市長より、委嘱された日から「道の駅くしま（仮称）」運営者が決定するまで

３．申込方法

右の申込書に必要事項を記載し、下記まで郵送又は持参して下さい。

申込先：串間市大字西方５５５０番地

串間市役所 東九州道・中心市街地対策課

４．申込期限

平成２９年５月１９日（金） 午後５時１５分 必着

５．提出書類 ※下記書類を各１部、提出下さい。

◯「道の駅くしま（仮称）」準備組織参画申込書 （※本様式）

◯暴力団排除に関する誓約書兼照会承諾書（別記様式第１号）

◯「道の駅くしま（仮称）」準備組織参画申込みに関する調査同意書（別記様式２号）

○その他、参考となる資料（任意）

６．その他

当申込みにおいて、虚偽があった場合は、準備組織会員の資格を取り消します。

（準備組織設置要綱第１１条）

７．お問い合わせ先

串間市役所 東九州道・中心市街地対策課

住所：串間市大字西方５５５０番地

TEL：０９８７－７２－１１１１（内線４３８又は４３９）



（別記様式２号）

「道の駅くしま（仮称）」準備組織参画申込みに関する調査同意書

平成 年 月 日

串間市長 野 辺 修 光 様

住所

ﾌﾘｶﾞﾅ

㊞氏名

生年月日 明・大・昭・平 年 月 日

私（法人又は団体含む）は、「道の駅くしま（仮称）」準備組織参画申込みにあたり、私に係

る関係公簿を串間市が調査することについて、同意します。

調査項目

１ 住民票の確認

２ 法人及び団体等の所在地及び業種等の確認に関する公簿等の調査



「道の駅くしま（仮称）」準備組織設置要綱

（設置）

第１条 この要綱は、串間市中心市街地まちづくり実施計画（平成 28 年 11 月策定）（以下、「実施計画」という。）に基づき「道の駅くしま（仮称）」（以下、「道の駅」という。）の整備と併行し、

道の駅の運営及び経営又はテナント、ブース等での出店について、意欲のある者と協働し、準備等を進めるため「道の駅くしま（仮称）」準備組織（以下、「準備組織」という。）を設置する。

（所掌事務）

第２条 準備組織は、別表第１に掲げる事項について所掌する。

（組織）

第３条 準備組織は、公募に応じた者及び串間市職員のうち、串間市中心市街地まちづくり実施計画に携わる者で市長が委嘱し、又は任命したもので組織する。

（会長）

第４条 準備組織に会長及び副会長を置き、互選によりこれを定める。

２ 会長は、会務を総理し、会議の議長となる。

３ 会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、副会長がその職務を代理する。

（公募等）

第５条 公募に応じようとする者（以下、「応募者」という。）は、申込書（別記様式）に必要な書類を添えて、市長に提出するものとする。

２ 応募者は、次の各号に掲げる要件を全て満たしていなければならない。

（１） 串間市内で活動している事業者（法人又は個人を問わない。）又は串間市内在住者であること。

（２） 運営及び経営又はテナント、ブース等での出店に対し、具体的に取り組む意欲があり、前向きな姿勢で会議等に臨む意識のある方。

（３） 平成１４年４月１日以前生まれの方で、性別は問わない。

（４） 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団又は串間市暴力団排除条例（串間市条例第３３号）第２条第３号に規定する

暴力団等関係者ではないこと。

（５） 暴力団又は暴力団員に対して経済上の利益又は便宜を供与していないこと。

（６） 法人については、役員等が前号に規定する暴力団等関係者と密接な関係を有する者がいないこと。

（任期）

第６条 会員の任期は、委嘱又は任命の日から「道の駅」運営者が決定するまでとする。

（会議）

第７条 準備組織の会議（以下、「会議」という。）は、会長が招集する。

２ 会議は、会員の過半数の出席がなければ開くことができない。

３ 会議の議事は、出席会員の過半数でこれを決し、可否同数のときは会長の決するところによる。

（関係者の出席）

第８条 会長は、必要があると認めるときは、会員以外の者の出席を求め、意見又は説明を聴くことができる。

（費用弁償）

第９条 会議に要する会員の謝礼等の費用は、支給しないものとする。ただし、調査研究、作業等に伴う旅費等については、この限りではない。

（事務局）

第 10 条 準備組織に関する事務は、東九州道・中心市街地対策課において処理する。

（会員の取り消し等）

第 11 条 市長は、第５条に規定する申込書（別記様式）に虚偽があった場合は、会員の資格を取り消すものとする。

２ 前項の場合において、第９条ただし書に規定する費用弁償を支給していた場合は、市長は、その費用の全部又は一部の返還を命ずることができる。

（補則）

第 12 条 この要綱に定めるもののほか、準備組織の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

付 則

この要綱は、平成２９年 ４月１０日から施行する。



別表第１（準備組織の所掌事務）

要綱第２条に定める準備組織の所掌事務は次のとおりとする。

１）運営又は経営に関する事項

①．道の駅運営及び施設維持管理に係る費用（支出）の算出

実施計画にて算出している収支シミュレーション（以下、「収支シミュレーション」という。）の確認と再算定（イニシャルコスト及びランニングコスト）

②．費用（支出）負担区分の検討

①にて算出した費用毎に運営者側負担又は行政負担の費用負担区分を整理する。

③．収益等の算出

実現可能な収入（項目）と想定額を洗い出し、収支シミュレーションの確認と再算定を行う。

④．収支シミュレーションの再検討

①～③に基づき、収支シミュレーションの校正を行う。

⑤．運営体制の検討

実施計画に示す運営手法のあり方と実現可能な運営組織体制を検討する。

⑥．運営又経営者の権限及び責務の検討

運営又は経営者のポテンシャルを十分に発揮できるために必要な権限等を検討し、併せてその権限に対する責任などを含む責務も整理する。

⑦．運営又は経営者の条件等を整理する。

①～⑥を整理した上で、費用負担や運営事項など、運営等を希望するものに示す条件を整理する。

２）出店に関する事項

①．出店形態の検討

テナント、ブース、専門店などの区分と規模（面積と数）を整理する。

②．料金設定の検討

テナント料などの運営又は経営者以外のものが出店する場合の使用料金等を検討する。

③．出店等の条件整理

施設使用料金など出店等の条件を整理し、実現の可能性を検証する。

３）施設設計又は整備に関する事項

①．必要な設備等の洗い出し

道の駅オープン時に必要な設備等を抽出する。

②．施設規模

実施計画に示す施設規模等を将来を見据えつつ、オープン初期段階での施設規模を検討し、施設の段階的整備を整理する。

③．収支シミュレーションへのフィードバック

施設の段階的整備を踏まえ、収支シミュレーションの校正を行う。

４）その他

１）～３）に示す以外の事項に関し、会議にて決定した事項について、作業等を行う。


